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市
川 

浩 

世
に
長
期
的
視
點
の
重
要
性
を
説
く
識
者
多
し
と
雖
も
、
實
生
活
に
活
用
し
て
其
の
效
果
を
享
受
す
る
な

ど
最
近
は
殆
ど
其
の
例
を
見
ず
。
然
れ
ど
小
生
若
年
の
頃
は
國
敗
れ
て
苛
酷
の
將
來
を
案
ず
る
論
多
か
る

中
、
幸
ひ
媾
和
條
約
締
結
に
漕
ぎ
著
け
、
或
い
は
米
の
配
給
を
敗
戰
後
も
守
り
切
り
た
る
を
一
つ
の
貴
重
の

勝
利
と
捉
へ
、
或
い
は
當
面
の
經
濟
的
竸
爭
相
手
は
英
國
な
り
と
し
、
更
に
は
貯
金
を
獎
勵
し
て
長
期
複
利

の
效
果
を
説
く
な
ど
、
二
三
十
年
先
を
論
じ
て
啓
發
す
る
も
あ
り
け
り
。 

敗
戰
後
四
分
の
三
世
紀
を
過
ぎ
、
今
更
に
聯
合
國
に
よ
る
對
日
處
理
案
の
長
期
的
展
望
明
ら
か
に
な
り
つ

る
あ
り
。
そ
れ
へ
の
抵
抗
、
反
撥
の
動
き
少
き
は
或
る
意
味
該
處
理
案
の
成
功
を
物
語
れ
り
。
特
に
我
國
の

言
論
は
押
し
竝
べ
て
長
期
的
考
察
を
故
意
に
避
け
、
時
來
り
て
彌
縫
の
策
に
走
る
こ
と
一
再
な
ら
ず
。
東
日

本
大
震
災
に
て
福
島
原
子
力
發
電
所
被
災
す
る
や
、
首
都
圈
は
電
力
不
足
と
な
り
、
計
畫
停
電
實
施
せ
ら
る
。

然
る
に
こ
の
施
策
、
地
域
毎
の
不
公
平
多
々
發
生
し
、
早
々
に
實
施
中
止
と
な
る
。
然
る
に
不
思
議
に
も
電

力
不
足
は
發
生
せ
ざ
り
き
。
原
發
は
な
く
と
も
、
電
力
は
十
分
供
給
せ
ら
れ
た
り
。
然
れ
ば
原
發
は
無
用
の

設
備
と
て
脱
原
發
の
論
、
元
首
相
ま
で
捲
き
込
み
大
い
に
盛
上
が
り
け
り
。
然
れ
ど
數
年
後
、
我
國
は
石
炭

使
用
に
よ
る
溫
室
效
果
ガ
ス
發
生
の
地
球
規
模
の
責
任
を
國
際
的
に
追
及
せ
ら
る
。
初
め
て
知
る
福
島
原

發
被
災
に
よ
る
電
力
不
足
は
、
既
に
脱
卻
せ
る
舊
式
石
炭
火
力
發
電
の
再
稼
働
に
よ
り
賄
は
れ
た
り
と
。
原

發
再
稼
働
に
は
原
子
力
規
制
委
員
會
を
始
め
、
都
道
府
縣
知
事
の
許
可
以
外
に
地
元
の
諒
承
を
要
す
な
ど
、

「
原
發
の
再
稼
働
に
は
最
大
限
の
規
制
を
實
現
せ
り
」
と
當
時
の
首
相
は
豪
語
す
る
も
、
環
境
を
害
す
る
石

炭
火
力
の
再
稼
働
に
は
如
何
な
る
規
制
あ
り
き
や
。 

菅
首
相
は
昨
年
就
任
早
々
二
〇
五
〇
年
温
室
效
果
ガ
ス
排
出
實
質
ゼ
ロ
の
目
標
を
明
示
、
三
十
年
後
を
見

据
ゑ
た
る
就
任
會
見
は
大
方
の
好
評
を
博
せ
り
。
引
續
き
て
福
島
原
發
の
三
重

ト

リ

水
素

チ

ウ

ム

含
有
排
水
の
海
洋
投

棄
を
決
定
す
。
更
に
今
月
十
七
日
に
は
米
國
を
訪
問
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
會
談
し
、
九
年
後
の
二
〇
三
〇

年
目
標
に
確
乎
た
る
氣
候
行
動
を
取
ら
む
と
決
意
を
表
明
す
。
一
連
の
動
き
に
我
國
の
政
治
漸
く
長
期
的

視
點
恢
復
の
兆
を
見
る
べ
し
。 

但
し
此
處
に
て
長
期
的
視
點
と
言
は
ば
、
人
は
多
く
未
來
へ
の
豫
見
と
理
解
す
。
そ
こ
に
は
希
望
、
危
惧

樣
々
あ
れ
ど
實
證
無
し
。
必
ず
未
來
と
共
に
過
去
へ
の
考
察
を
要
す
。
未
來
は
見
え
ず
、
過
去
に
は
學
ぶ
べ

き
事
實
あ
り
。 

氣
候
行
動
と
言
ふ
時
、
原
子
力
發
電
は
最
重
要
の
主
題
と
し
て
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
我
國
に
て
は

大
衆

マ

ス

報
道

コ

ミ

を
始
め
、
話
題
と
し
て
禁
忌
す
る
傾
向
あ
る
を
憂
ふ
。
爲
に
當
該
機
關
は
極
力
事
實
の
發
表
を
囘

避
せ
む
と
し
、
却
り
て
事
態
の
惡
化
を
招
き
た
り
。
例
へ
ば
防
災
訓
練
を
實
施
せ
む
と
も
、
「
絶
對
安
全
」

を
明
言
せ
る
手
前
、
矛
楯
を
指
摘
せ
ら
る
ゝ
を
懼
れ
、
訓
練
を
中
止
せ
る
あ
り
な
ど
聞
く
に
つ
け
て
も
、
地

元
へ
の
胸
襟
を
開
け
る
對
應
の
重
要
性
に
思
ひ
を
致
す
と
共
に
、
言
葉
と
し
て
も
「
原
發
」
は
「
原
爆
」
に



近
す
ぐ
と
も
感
ず
。
發
電
に
は
「
火
力
」、「
水
力
」、「
風
力
」
の
別
あ
り
、
原
子
力
は
「
核
分
裂
」
、「
核
融

合
」
あ
れ
ば
「
裂
力
」、「
合
力
」
等
は
如
何
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（
令
和
三
年
四
月
二
十
八
日
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